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いに緩やかな関係性を持ち始め、曖昧ながらも大きな存在として眼前に浮かび上がる。   
本論文は3章で構成される。第1章「半透明のかげ」では、筆者の表現に通底するモチーフ選択の意図と、
捉え方を示す。第1節「「かげ」への眼差し」 では、筆者の「かげ」に関する原体験として、星の観察での































































































    
 
論述も平易で読みやすく、申請者の思考の鋭さを十分感じさせるものとなっている。しかしながら「曖昧
さ」を一面的に定義し語ることへの違和感からか、概略的な論述にとどまっている感もある。作品に関して
さらに具体的な論述や省察により「曖昧さ」への独自で深い洞察の提示がのぞまれよう。それを予感させる
思考のきらめきがあるだけに一層惜しまれる。 
一方、作品では様々な重層するイメージと時間が、薄い和紙やアクリル板、LED ライトなど種々の素材を
組み合わせることにより現出させられ、従来の日本画表現とは異なった申請者自身の感覚の表出として魅力
あるものとなっており高く評価できる。ただ、それら物質的な存在が発するさまざまなシグナルが、それら
の存在を強固に主張してしまっているようにも見える。単なる作品としての提示ではなく「半透明」「かげ」
という「曖昧さ」の表象を試行するのであれば、事前の準備や展示形態への配慮などが一層必要であると思
わせた。 
以上のように論文、作品ともに欠点はあるものの美点がそれをはるかに上回っており、審査会において審
査員全員が学位論文、作品として十分であると評価し、合格とした。 
 
 
